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私の三年間通った学校

母も三年間通つた学校

四十四年の歴史がある学校

たくさんの思い出のある学校

だいすきな学校

そ して今年閉校 して しまう学校
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なくなっちゃうけど、

みんなの心の中に

ずつとある学校
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円は生命のエネルギー源である。

太陽を表現し、三本の矢は本校の

校訓である実行、明朗、努力を示

す。日日に新たに日に新たなりの

決意のもと、円満なる人格形成を

目指す意味の校章である。

校章の由来
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1校歌

歌校
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校歌の出来

環境のきびしさを克服して勤労

と勉学を両立させ、三つの校訓達

成を念願とする本校生徒の意気と

決意をうたった。

初代校長中薗先生の原案を夜間・

昼間・通信三課程の代表者が慎重

検討し全職員の賛同を得て、昭和

44年 2月 に決定発表したものであ

る。その後昭和51年 4月 1日 から全

日制課程の併置により本校は全日、

定時、通信の二課程を設置するこ

ととなったため、三課程の代表が

検討し、中薗先生の承認を得て、

2の 三行日の「風雪四年」を「風

雪耐へし」と歌詞を改めた。

(昭 和54年4月 1日 )


